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勿来櫻慈（捕鯨 Ver.）
ⓒいわき七浜イケメンプロジェクト
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いわき市勿来関文学歴史館　令和 4年度第 2回企画展

磐城平藩内藤家入封 400 年記念

徹底解説！磐
い わ

城
き

七
な な

浜
は ま

捕
ほ

鯨
げ い

絵
え

巻
ま き

令和 4年7月9日（土）～9月20日（火）
休館日　7月20日（水）・8月17日（水）

後援：いわき民報社、FMいわき、福島民報社、福島民友新聞社

会期中のイベント
講演会
日 時：8月 20 日（土）　14 : 00 ～ 15 : 30

会 場：体験学習施設　吹風殿（当館に隣接）

演 題：「内藤家と磐城平城

 ―延享 4年の所替を素材に―」

講 師：日比佳代子氏（明治大学博物館）

定 員：25 名（先着順、要事前申込）

夏休みわくわくバルーン教室～くじら～
日 時：8月 7日（日）　10 : 00 ～ 11 : 30

会 場：体験学習施設　吹風殿（当館に隣接）

講 師：馬籠洋子氏（バルーンアーティスト）

参加料：500 円

定 員：20 名（先着順、要事前申込）

※小学生未満は保護者同伴でお申し込みください。

ギャラリートーク（要観覧券）
日 時：7月 17 日（日）・8月 7日（日）

  14 : 00 ～ 14 : 30

当館学芸員が展示内容について解説します。

※講演会・夏休みわくわくバルーン教室の申込みは、電話またはメールにてお願いします。

※ＳＮＳからの連絡については、対応できない場合がありますので、ご了承ください。

※来館にあたって、マスクの着用、入館前の検温、来館者カードの記入、手指の消毒などにご協力ください。

また、発熱などの症状がある場合、入館をお断りすることがありますので、ご了承ください。

●観覧料は次のとおりです。
※カッコ内は 20名以上の団体料金

一 般　330 円（280 円）

大高中　220 円（170 円）

小学生　170 円（110 円）

※無料になる場合

・市内に住所を有する 65歳以上の方

・身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお

持ちの方

・市内の小・中・高・専修・高専生（土曜日・日曜日のみ）

開館時間　9 : 00 ～ 17 : 00

（入館は 16：30 まで）

ホームページ ツイッター

〒 979-0146　福島県いわき市勿来町関田長沢 6-1

Tel : 0246-65-6166　Fax : 0246-65-6167　E-mail : bunreki@iwaki-ec.or.jp



　いわき地方における捕鯨は、江戸時代前期の磐
いわ

城
き

平
たいら

藩
はん

内藤家の時代に伝わったと考えられます。本展では、

この頃に描かれた磐
いわ

城
き

七
なな

浜
はま

捕
ほ

鯨
げい

絵
え

巻
まき

（いわき市指定文化財）をもとに、浜の暮らしや捕鯨について解説します。今年

は磐城平藩に内藤家が入
にゅう

封
ほう

してから 400 年という節目の年にあたり、本展はこれを記念して開催します。

内
藤
家
の
磐
城
平
藩
入
封

　
戦
国
時
代
、
内
藤
家
は
三み
か
わ
の
く
に

河
国
碧へ
き

海か
い

郡ぐ
ん

（
愛
知
県
碧
南
市
な
ど
）
に
居
住
し
、
松

平
家
（
の
ち
の
徳
川
家
）
に
仕
え
て
い
ま
し
た
。
天て
ん

正
し
ょ
う

十
八
年
（
一
五
九
〇
）、
徳
川

家
康
が
関
東
に
転て
ん

封ぽ
う

さ
れ
る
と
、
内
藤
家
当
主
の
家い
え

長な
が

は
上か
ず
さ
の
く
に

総
国
天あ
ま

羽は

郡ぐ
ん

（
千
葉

県
富
津
市
）
の
う
ち
二
万
石
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
慶け
い

長
ち
ょ
う

五
年
（
一
六
〇
〇
）、
関
ヶ

原
合
戦
の
前
哨
戦
で
あ
る
伏ふ
し

見み

城じ
ょ
うの
戦
い
に
お
い
て
、
家
長
は
子
息
の
元も
と

長な
が

や
鳥と
り

居い

元も
と

忠た
だ

ら
と
と
も
に
石
田
三
成
が
率
い
る
西
軍
と
戦
闘
を
繰
り
広
げ
戦
死
し
ま
し

た
。

　
家
長
の
跡
を
継
い
だ
子
息
の
政ま
さ

長な
が

は
、
そ
の
後
家
長
ら
の
戦
功
な
ど
に
よ
り
加

増
さ
れ
、
元げ
ん

和な

八
年
（
一
六
二
二
）
に
は
陸む
つ
の
く
に

奥
国
磐
城
平
藩
（
福
島
県
い
わ
き
市
な
ど
）

に
転
封
さ
れ
、
七
万
石
を
治
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
内
藤
家
に
よ
る
磐
城
平
藩

支
配
は
、
内
藤
家
が
日
ひ
ゅ
う
が
の
く
に

向
国
延の
べ

岡お
か

藩は
ん

（
宮
崎
県
延
岡
市
な
ど
）
に
転
封
さ
れ
る
延え
ん

享
き
ょ
う

四
年
（
一
七
四
七
）
ま
で
続
き
ま
し
た
。クジラに銛が命中した場面（磐城七浜捕鯨絵巻　浜の巻）

クジラを解体する場面（磐城七浜捕鯨絵巻　浜の巻）

クジラを運ぶ場面（磐城七浜捕鯨絵巻　海の巻）

クジラを引き揚げる場面（磐城七浜捕鯨絵巻　海の巻）

磐
城
七
浜
捕
鯨
絵
巻
と
は

　
磐
城
七
浜
捕
鯨
絵
巻
と
は
、磐
城
平
藩
領
内
の
捕
鯨
の
様
子
を
描
い
た
絵
巻
で
、

浜
の
巻
と
海
の
巻
の
全
二
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
制
作
年
代
は
江
戸
時
代
前

期
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
浜
の
巻
に
は
、
現
在
の
い
わ
き
市
久ひ
さ

之の

浜は
ま

か
ら
小お

名な

浜は
ま

に

至
る
沖
合
に
お
い
て
、
ク
ジ
ラ
を
見
つ
け
て
捕
獲
し
、
引
き
揚
げ
て
解
体
す
る
ま

で
の
捕
鯨
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
海
の
巻
に
は
、
身
分
の
高
い
人
物
が
捕

鯨
の
様
子
を
見
物
す
る
光
景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
捕
鯨
の
状
況
を
知
ら

せ
る
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
磐
城
七
浜
捕
鯨
絵
巻
は
か
つ
て
、
磐
城
平
藩
を
治
め
て
い
た
内
藤
家
が
所
有

し
て
い
ま
し
た
。
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
四
月
、
内
藤
家
の
子
孫
に
あ
た
る
内な
い

藤と
う

政ま
さ

道み
ち

氏
（
故
人
）
が
こ
れ
を
い
わ
き
市
に
寄
贈
し
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
三
月
、

い
わ
き
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。


